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　桑原地区は、松山市の東に位置し、経石山（きょうせきざん）古墳があり古くから開けていた町で

ある。また、松山藩主久松氏の別邸が「東野お茶屋跡」として残っている。昭和40年代後半からは、

都市化の急激な発展とともに新興住宅地が広がっている。現在では、小学校三校、中学校、高等学

校各一校、大学は短大を含め三大学が立地している。

【地区の特色】

淡路ヶ峠から望む桑原地区

【地域住民からみた地域の状況】

桑原地区
く わ  ば ら

人　口：25,688人（高齢化率27.2％）

世帯数：12,911世帯

・障がい者多機能型事業所きらりの森と児童館が併設されており多くの人が利用している
・松山市中心部にも近く、自然にも恵まれており住みやすい環境である
・2つの大学があり学生や留学生との交流の機会がある
・交通の便もよく、生活関連施設にも恵まれており、生活がしやすい
・まちづくり協議会の活動が盛んである
・青壮年有志の会やくわばら女子会、学生部の交流が盛んである
・防犯対策が進んでいる　・町内行事に参加者が多く、協力的である
・サロン代表者会でサロン間の情報交換が図られている

・集会所のない地区では、横の繋がりが取りにくい
・買い物場所が遠く、車を持たない高齢者等には不便
・通学路が狭くて危険な場所がある
・指定避難所としての桑原中学校は上り坂があるため高齢者等の避難には不向き
・高齢化で独居世帯が施設等へ入所することにより空き家が増えているため、防犯面の
不安がある
・東部環状線の交通量が多く歩道等の整備が遅れていて危険である
・公民館区と校区の違いにより、同じ町内でも近所付き合いが希薄になる

・一部地域は住居からお店が遠く、買い物に不便である
・一部地域はバス停までの距離が遠く不便である
・災害の時、一部の地域で山崩れやため池の氾濫が不安材料となる
・大雨による川付川の氾濫の不安がある
・一部の住民でゴミ出しルールが守られていない
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桑原地区社会福祉協議会

構成団体

主な取り組み

地域で高齢者が健康で安心して生活できるように、毎年３地区ごとに福祉講
座を開催しています。

桑原中学校の生徒が高齢者福祉施設を毎年2回訪問し、利用者の方 と々交
流を深め、人を敬う気持ちを育んでいます。

75歳以上の独居高齢者の方々に、特別メニューのお弁当（商品券）を
民生委員・児童委員の協力を得て配布し、喜ばれています。

活動内容

高齢者ふれあい運動会（11月頃）
　平成24年から開催している65歳以上の高齢者の運動会で、毎年

150名以上が参加しています。高齢クラブやいきいきサロン、地域

の高齢者の健康増進や交流の場になるよう活動を支援しています。

　市中心部に近いながらも自然豊かで、小学校から大学まで数多くの教育施設が立ち並

ぶ文教地区です。高齢化が進展するなかで、高齢者の単身世帯や空き家が増加し防犯や

災害時の対応など課題がある一方で、就学児や若者世代も多く彼らへの「福祉教育の充

実」や、「高齢者ふれあい運動会」「独居高齢者給食サービス」などの取り組みがなされて

います。若年層からの福祉教育は、地域住民の一員としての自覚を芽生えさせるほか、自

己肯定感や対人関係の向上、人権の重要性を実感する貴重な機会となり、また、高齢者ふ

れあい運動会は、参加者の心身の健康維持だけでなく仲間意識の向上など地域住民の

凝集性を高め、地域住民間のつながりがさらに強固なものへともたらすことでしょう。

＜地区社協が目指すもの＞
　桑原地区は、世帯数12,911世帯、人口25,688名（令和5年4月現在）と松山市40地区の中で6番

目に多くの皆さんが生活されています。桑原地区社協では、まちづくり協議会や、民生児童委員との

連携強化を図りながら、健全な「まち」としての環境を整え、人の暮らしを見据えたまちづくりを推

進し福祉の充実を図ります。さらに、高齢者の生きがいづくり・健康増進等のための「サロン」活動

やレクリェーション活動を推進し、多様な人材の出会いや交流を深めて活動の幅を広げることに努

めます。また、地域の防災・減災・防犯活動を通して地域安全の向上を目指します。

福祉講座の開催

福祉教育の充実

独居高齢者給食サービス

地
区
の
状
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■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 平成21年度

39名
2名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

22団体

7クラブ

13団体

22組織

まちづくり協議会・広報協議委員会・地区民協・公民館・水利組合・校区婦人会・町内会
自主防災・消防団・防犯協会・高齢クラブ連合会・土地改良区長会・女性防火クラブ連合会
遺族会・交通安全協会・中学校・小学校・支所・更生保護会・スポーツ協会・いきいきサロン

桑原の郷　みなでささえて安心ぞ！なもし
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　農地の宅地化、マンション化が急速に進み、市内でも人口が多い地区である。シンボルは「子規

の歩いた道」で、子規によって俳句が詠まれた句どころ（雄郡神社・末広町の正宗寺など）も多い。

郷土の芸能では竹原町・針田町の獅子舞が保存会により演じられており、義士祭・福運祭などがに

ぎやかに行われている。地区の木は「樫の木」で、花は「サルビア」である。近年は都市化が一段と進

んでいるが、今なお伝統や文化を大切にする気質が残っている地域である。

【地区の特色】

サルビア夏祭り

【地域住民からみた地域の状況】

雄郡地区
ゆ う ぐ ん

人　口：32,662人（高齢化率24.5％）

世帯数：17,457世帯

・松山市中心部に位置し、住宅地区と商業地区が共存しており、生活しやすい 
・サロン活動が活発である ・地域、学校、ＰＴＡなど各団体が協力し合っている 
・保育園、幼稚園、学校施設が多く所在し、子どもを育てやすい 
・郡中線により中心部との行き来は便利 ・災害が少ない
・雄郡公民館と連携して充実した活動ができている ・Ｒｅ再来館の活動が盛ん
・歩道が整備されつつある ・水質がよいため井戸水を使用しているところもある 
・まちづくり協議会が中心となり三世代交流や芝居、認知症カフェなど行事が盛んである

・会員の高齢化が進み、高齢クラブやふれあい・いきいきサロン数が減少
・地域が広く、一人暮らしをしている人や生活困難者の把握がしにくい 
・マンション住民と地域住民との関係が希薄になりやすい
・個人商店が減って、高齢者等の買い物困難者が心配される
・ゴミ出しが困難な高齢者がいる　・空き家対策 
・建替えできない家屋や狭い道路が多い場所がある ・飼い主のいない猫の対策
・世話役など中心的な役割を担う人を見つけにくい（町内会の役員になる人がいない）

・地区が広いため事業活動の分割を余儀なくされ、一ヵ所で事業を行うと参集しにくい 
・人口に対して交番が少ない　・西部は交通が不便なところがある 
・マンション、駐車場が増え住民のつながりが希薄になりやすい 
・放置された田畑や空き家が増えている　・場所によっては歩道の整備が不充分 
・消防や救急車が入れないような木造の密集家屋が多い場所も存在する
・ボール遊びをする場所がない ・高校生の自転車の通学（交通）マナーが良くない
・独居高齢者は増えているが高齢クラブに入会する人数は減少している
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雄郡地区社会福祉協議会

主な取り組み
年3回12,000部を作成し、回覧板で地域福祉に関する情報を発信して
います。小中学校にも配布し、家庭へ持ち帰ってもらうことにより地域
の情報を幅広く周知できるよう工夫しています。
サロン代表者会や活動研修会などで体操や脳トレーニングを学び、小
学校4年生との認知症サポーター養成講座や認知症カフェ、ディスコン
大会を開催するなど交流を深めています。

地域で暮らしていくために、まずは地域を知るところからと考え、年数
回、専門講師による認知症などの学習を行っています。

活動内容

認知症キッズサポーター養成講座
　地区内3つの小学校で4年生を対象に、毎年講座を開催していま

す。地域包括支援センター雄郡・新玉の協力をいただき、市社協とも

連携して、今後増えていくと思われる認知症の人にどのように声か

けしていけばみんなが安心して暮らしていけるか、主体的に考える

きっかけとなり、助け合いの絆を育んでいます。

　松山市駅があり交通アクセスが良く利便性に富んだ都市であると共に、多くの小学校

や高校が集まる文教地区でもあります。それゆえ子どもたちを対象にした「認知症キッズ

サポーター養成講座」や「交流会」の開催は、地域にとっても重要な意味を持つことにな

ります。子どもたちは、近隣の認知症高齢者に限らず様々な年代、立場の人々とコミュニ

ケーションをとる中で、多くの価値観に触れ他者を思いやる気持ちや多様性を尊重する

ことの意味を知ります。さらに地域住民との交流は、地域やそこに暮らす他者を知ること

で地域への愛着にもつながることでしょう。この積み重ねが地域の福祉力向上につなが

ると考えます。

＜地区社協が目指すもの＞
　雄郡地区では田畑の宅地化やマンション建築が急速に進み、子育て世代の人口が増えています。

また、生活に困難を抱える高齢世帯も増加しています。高齢者にとって住みよい地域は障がいのあ

る方や子どもにとっても住みよい地域となると考え、地域住民がお互いさまの気持ちで支え合える

絆づくりを大事にしています。たとえ認知症になっても安心して暮らせる地域となるよう、公民館、

まちづくり協議会、高齢クラブ、地区民協、小中学校と協働して福祉活動への参加をつないでいきた

いと考えています。

福祉だよりの発行

交流会の開催

福祉講座の開催

地
区
の
状
況

■地区民協
　　民生委員　　 　 
　　主任児童委員

■まち協の設立 平成21年度

48名
3名

■町内会・自治会・区長会等

■高齢クラブ

■子ども会

■自主防災組織

26団体

7クラブ

23団体

41組織

＜拠点＞　TEL：080-4037-0294

こころをつなぐ”絆”まちづくり

構成団体 自治連合会・まちづくり協議会・公民館・分館・地区民協・高齢クラブ連合会
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地域カルテ ～地区ごとにみる地域特性～
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